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10
月
16
日（
金
）
ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド
運
営
本
部
会
議

10
月
21
日（
水
）
防
衛
連
絡
協
議
会

10
月
22
日（
木
）
再
生
支
援
協
議
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

10
月
25
日（
日
）
第
2
0
5
回
珠
算
検
定
試
験

10
月
26
日（
月
）
公
取
委
員
事
前
説
明

10
月
27
日（
火
）
公
正
取
引
委
員
会
委
員
と

有
識
者
と
の
懇
談
会

10
月
29
日（
木
）
楽
天
大
学
海
外
販
売
特
訓
講
座

10
月
30
日（
金
）
海
外
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
セ
ミ
ナ
ー

11
月
6
日（
金
）
経
営
発
達
支
援
計
画
第
２
回
検
討
会

11
月
6
日（
金
）
マ
ル
経
連
絡
会
議

経
営
発
達
支
援
計
画
第
２
回
検
討
会

11
月
12
日（
木
）
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会

公
正
取
引
委
員
会
委
員
懇
談
会

11
月
15
日（
日
）
第
1
4
1
回
簿
記
検
定
試
験

9
月
1
日（
火
）	

公
共
交
通
活
性
化
推
進
協
議
会

9
月
2
日（
水
）	

那
覇
空
港
中
長
期
構
想
打
ち
合
わ
せ
会
議

9
月
3
日（
木
）	

障
害
者
雇
用
推
進
要
請

9
月
4
日（
金
）	

官
公
需
要
確
保
対
策
地
方
推
進
協
議
会

9
月
7
日（
月
）	

職
業
安
定
部
長
松
嶋
歩
就
任
挨
拶

9
月
8
日（
火
）	

マ
ル
経
審
査
会

9
月
9
日（
水
）	

海
外
展
開
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

9
月
10
日（
木
）	

経
営
発
達
支
援
計
画
策
定
検
討
会

9
月
14
日（
月
）	

法
務
局
更
生
施
設
視
察

9
月
15
日（
火
）	

地
球
温
暖
化
対
策
会
議

9
月
16
日（
水
）	

日
商
常
議
員
会・議
員
総
会

9
月
17
日（
木
）	

職
業
訓
練
に
係
る
関
係
機
関
連
絡
協
議
会

9
月
18
日（
金
）	

日
本
公
認
会
計
士
協
会
研
究
大
会
沖
縄
大
会

	

e
コ
マ
ー
ス
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊　
会
議

9
月
24
日（
木
）	

銀
行
協
会
理
事
会

9
月
25
日（
金
）	

産
学
官
協
働
人
材
育
成
円
卓
会
議

9
月
26
日（
土
）	

第
43
回
２
級
販
売
士
検
定
試
験

9
月
28
日（
月
）	

パ
キ
ス
タ
ン
大
使
表
敬

9
月
29
日（
火
）	

手
続
講
習
会

10
・
11
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

事
務
局
日
誌
《
9
月
》
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
今
年
の
10
月
か

ら
住
民
票
の
あ
る
人
全
員
に
付
番
さ

れ
、
住
民
票
の
住
所
地
に
世
帯
ご
と
に

ま
と
め
て
、
簡
易
書
留
で
送
ら
れ
る
通

知
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
通
知
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

国
籍
は
関
係
な
い
点
と
、
住
民
票
の
所

在
地
に
簡
易
書
留
で
届
く
点
で
す
。
平

成
24
年
７
月
か
ら
、
外
国
籍
で
も
３
カ

月
を
超
え
て
在
留
す
る
中
長
期
在
留
者

に
は
住
民
票
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
場
合
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
の
住
所
と
住
民
票
の
所

在
地
が
異
な
る
場
合
、
通
知
が
届
か
な

い
ケ
ー
ス
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
簡
易
書
留
は
、
１
回
目
の
配
達

日
か
ら
７
日
以
内
に
受
け
取
れ
な
い
場

合
は
差
出
人
へ
戻
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
不
在
が
ち
の
場
合
は
注
意
が
必

要
で
す
。
今
の
う
ち
に
従
業
員
へ
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
受
け
取
り
方
法
の
案
内

を
始
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る

事
務
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、
①

社
会
保
障
、
②
税
、
③
災
害
対
策
の
３

つ
の
分
野
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
①
の
社
会
保
障
分
野
で
一
般

企
業
に
関
連
す
る
事
務
に
お
い
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
利
用
で
き
る
の
は
、
健
康

保
険
・
厚
生
年
金
保
険
・
国
民
年
金
・

雇
用
保
険
な
ど
の
法
令
で
決
め
ら
れ
た

手
続
と
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
開
始
は
原
則

平
成
28
年
１
月
か
ら
で
す
が
、
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
社
会
保
険

に
つ
い
て
は
１
年
遅
れ
の
平
成
29
年
１

月
か
ら
開
始
予
定
で
す
（
国
民
健
康
保

険
組
合
は
原
則
通
り
）。
そ
う
す
る
と
、

一
般
企
業
に
お
い
て
、
３
分
野
の
う
ち

最
も
早
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
す
る

機
会
が
来
る
の
は
、
②
の
税
分
野
に
お

け
る
平
成
27
年
の
年
末
調
整
で
し
ょ
う

（
従
業
員
か
ら
「
平
成
28
年
分
給
与
所

得
者
の
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
」

の
回
収
が
行
わ
れ
る
た
め
）。

　

さ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る

と
き
は
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
い

て
、
利
用
目
的
を
本
人
に
通
知
ま
た
は

公
表
す
る
必
要
と
、
本
人
か
ら
直
接
書

面
に
記
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取

得
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
に

対
し
て
そ
の
利
用
目
的
を
明
示
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
②
の
税
分
野
で
集
め

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
①
の
社
会
保
障
分

野
で
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
と
、
利
用
目

的
が
異
な
る
た
め
、
利
用
目
的
の
変
更

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
二
度
手
間
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
時
に
、
複
数
の

利
用
目
的
を
ま
と
め
て
明
示
す
る
こ
と

が
可
能
な
の
で
、
最
初
に
取
得
す
る
時

に
雇
用
保
険
や
健
康
保
険
の
事
務
な

ど
、
社
内
で
利
用
す
る
事
務
を
洗
い
出

し
、
ま
と
め
て
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
効
率
的
に
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
通
知
な
ど
は
従
業
員
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
ご
家
族
へ
の
通
知
も
必
要
で
す

の
で
、
就
業
規
則
へ
の
明
記
や
社
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
通
知
と
併
せ
て
、
利
用
目
的
を
記

載
し
た
書
類
を
ご
家
族
に
も
提
示
す
る

な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
す
。
今
年
の
年

末
調
整
の
ご
案
内
と
あ
わ
せ
て
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
利
用
目
的
の
通
知
な
ど
を

行
い
ま
し
ょ
う
。特

定
社
会
保
険
労
務
士

小
林　
元
子

10
月
か
ら
通
知
開
始

解
説
マ
イ
ナ
ン
バ
ー　
第
５
回

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん
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琉球いろは歌

程順則（名護親方）は進貢使節として中国に渡り、人として身につけな
ければならない「六

りく
論
ゆ
衍
えん
義
ぎ
」を久米村に持ち帰り、最初の公立学校とな

る明倫堂を建て六論の教えを伝えた。多くの人々に広めようと「八・八・
八・六」の琉歌に詠み、いろは順に並べたのが「琉球いろは歌」です。この教えは、薩摩藩の島津藩主
を通じて江戸幕府の八代将軍吉宗へ伝えられ、道徳の教科書として寺子屋で使われました。
※引用　こころに留めたい「琉球いろは歌」47の言葉　琉球朝日放送編

戦前の明倫堂（現会議所近辺）
［写真提供：那覇市歴史博物館］

毀
すしらわんかむな
らはも構もな　誉

ふみらわんかむな
みらはも構もな

我
わちむうみちみり
肝思詰みり　朝

あさんゆさん
も夕さも

【訳】	（人に）悪口を言われても構わないように。誉
められても心をとられないように自分自身の心
の様相を考え続けなさい。朝も晩も。
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ビ
ジ
ネ
ス
は
、
的
確
な
業
務
指
示
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
ち
ま
す
。「
指
示
」

と
い
う
と
、
ど
こ
か
〝
上
か
ら
目
線
〞

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
上
下
関
係
の
な
い
同
僚
や
発
注

先
、
あ
る
い
は
自
分
よ
り
上
の
立
場
の

人
に
対
し
て
も
「
業
務
指
示
」
を
行
う

こ
と
は
あ
り
得
ま
す
。
そ
の
た
め
、
役

職
や
立
場
に
関
係
な
く
、
身
に
付
け
て

お
く
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
の
一
種
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　「
業
務
指
示
を
出
し
た
つ
も
り
で
い
た

の
に
、
相
手
に
は
全
く
伝
わ
っ
て
お
ら

ず
、
締
め
切
り
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
自

分
で
や
り
直
す
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い

っ
た
経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
と

え
締
め
切
り
に
間
に
合
っ
た
と
し
て
も
、

内
容
を
確
認
・
精
査
す
る
時
間
が
足
り

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
結
果
、〝
や
っ
つ

け
仕
事
〞
と
な
り
仕
事
の
ク
オ
リ
テ
ィ

ー
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
、
業
務
指
示
を

出
す
際
に
は
、
細
心
の
注
意
を
払
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の

５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
と
間
違
い
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
、
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
（
ス
テ
ッ

プ
１
）。
そ
れ
は
、「
大
き
な
方
向
性
を

示
す
こ
と
」
で
す
。
何
を
・
い
つ
ま
で
に
・

ど
う
し
て
も
ら
い
た
い
の
か
、
は
っ
き

り
と
指
示
し
ま
す
。
例
え
ば
、「
来
月
の

会
議
に
間
に
合
う
よ
う
、
９
月
１
日
ま

で
に
、
最
大
20
ペ
ー
ジ
の
資
料
を
ま
と

め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
２
つ
め
の
ス
テ
ッ
プ
は
「
詳
細
を
示

す
こ
と
」
で
す
。〝
ス
テ
ッ
プ
1
〞
で
出

し
た
指
示
に
加
え
て
、「
育
児
休
職
者

の
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
受
講
状
況
を
グ
ラ
フ

で
入
れ
る
」「
流
れ
や
構
成
は
昨
年
の
資

料
を
参
考
に
す
る
」
と
い
っ
た
具
合
に
、

指
示
内
容
の
細
か
な
部
分
を
明
示
し
ま

す
。

　
３
つ
め
の
ス
テ
ッ
プ
は
「
期
限
を
示

す
こ
と
」
で
す
。
最
終
的
な
締
め
切
り

は
〝
ス
テ
ッ
プ
１
〞
で
示
し
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
は
、
初
期
や
中
間
な
ど
区
切
り

の
期
限
を
決
め
ま
す
。
指
示
内
容
の
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
フ

ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ま
で
の
過
程
も
こ
ち
ら
で

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
の
で
す
。
ま
れ

に
、
い
わ
ゆ
る
「
丸
投
げ
」
の
方
が
う

ま
く
い
く
場
合
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず

で
す
が
、
基
本
は
相
手
の
キ
ャ
リ
ア
や

能
力
を
勘
案
し
た
上
で
、
区
切
り
の
期

限
を
こ
ち
ら
で
決
め
て
し
ま
い
、
全
体

の
流
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。

　
４
つ
め
の
ス
テ
ッ
プ
は
「
指
示
内
容

を
相
手
に
復
唱
さ
せ
る
こ
と
」
で
す
。

少
し
幼
稚
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
と
て
も
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
す
。

業
務
指
示
を
う
ま
く
出
せ
な
い
人
の
多

く
が
、
こ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
ま

せ
ん
。
業
務
指
示
を
出
し
た
時
点
は
も

ち
ろ
ん
、〝
ス
テ
ッ
プ
３
〞
の
よ
う
な
区

切
り
に
お
い
て
も
、
ぜ
ひ
復
唱
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
案
外
、
こ
ち
ら
の
指

示
内
容
と
の
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
最
後
の
ス
テ
ッ
プ
は
「
ク
ッ
シ
ョ
ン
言

葉
を
使
う
こ
と
」
で
す
。
業
務
指
示
を
出

す
際
、「
い
ま
時
間
い
い
か
な
」「
忙
し
い

と
こ
ろ
、
申
し
訳
な
い
…
…
」「
ぜ
ひ
、

○
○
さ
ん
に
や
っ
て
も
ら
い
」
と
い
っ

た
、
相
手
や
相
手
の
時
間
を
最
大
限
に
リ

ス
ペ
ク
ト
し
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
を
使
い

ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
機
械
的
で
事
務
的
な

指
示
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。
そ
う
す
れ
ば
、
相
手
も
快
く
引
き
受

け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

美
月

　あ
き
こ
／
み
づ
き
・
あ
き
こ
　

　人
財
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・AllAbout

「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
ガ
イ
ド
。
大
学
卒
業
後
、
国
際

線
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
（CA

）
と
し
て
十
七

年
間
勤
務
。
二
〇
〇
四
年
に
起
業
。CA

経
験
者
約

五
六
〇
〇
人
を
母
集
団
に
持
つ
「CA-STYLE

」
を

主
宰
。
企
業
の
顧
客
満
足
度
調
査
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
顧
客
の
期
待
と
知

覚
品
質
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
は
じ
め
、
信
頼
性

や
共
感
性
な
ど
サ
ー
ビ
ス
品
質
に
お
け
る
六
つ
の

次
元
と
収
束
性
か
ら
顧
客
満
足
度
を
数
値
化
し
、

CA

経
験
者
の
感
性
を
付
加
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。
著
書
に
『
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
に
乗
る
人

の
シ
ン
プ
ル
な
習
慣
』（
祥
伝
社
）、『
た
っ
た
一
分

で
う
ち
と
け
、
三
〇
分
以
上
会
話
が
つ
づ
く
話
し

方
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
な
ど
。

人材育成コンサルタント
美月　あきこ
( みづき・あきこ)

誰
に
で
も
伝
わ
る
業
務
指
示

GS1事業者コード新規登録手続きにおいて
インターネットによる申請受付が開始されます

～2015年10月1日（木）13時より申請受付開始～

ジーエスワン
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安
倍
政
権
は
、
日
本
経
済
が
デ
フ
レ
を

脱
却
す
る
た
め
に
は
民
間
需
要
を
喚
起
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
三
本
の
矢
を
通
じ
て
需
要
喚
起
に

努
め
て
き
た
。
こ
こ
に
き
て
景
気
の
回
復

と
と
も
に
需
要
不
足
は
徐
々
に
解
消
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
進
展

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
政
府
は
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
第
二
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
と

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
後
は
需
要
面

だ
け
で
な
く
供
給
面
が
成
長
の
制
約
に
な

ら
な
い
よ
う
、
需
給
両
面
に
目
配
り
し
て

経
済
運
営
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ

る
。
供
給
面
に
お
い
て
、と
り
わ
け
制
約
要

因
と
な
り
か
ね
な
い
の
が
労
働
力
不
足
だ
。

景
気
の
回
復
と
と
も
に
雇
用
情
勢
が
改
善
。

賃
金
も
上
昇
に
転
じ
て
い
る
が
、
そ
の
一

方
で
人
手
不
足
が
広
範
な
業
種
で
生
じ
て

い
る
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
下
で
労
働
力
不
足

に
対
処
す
る
方
策
は
い
く
つ
か
あ
る
。
ま

ず
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
労
働
節
約

型
の
設
備
投
資
を
促
進
す
る
こ
と
だ
。
次

に
、
よ
り
多
く
の
労
働
者
を
労
働
市
場
に

呼
び
込
む
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
多
く
の

企
業
が
必
要
な
労
働
力
を
確
保
す
べ
く
、

賃
金
の
引
き
上
げ
や
労
働
条
件
の
改
善
に

着
手
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
不
足
す
る
労

働
力
を
賄
う
た
め
に
は
、
若
年
層
、
女
性

や
高
齢
者
の
労
働
参
加
率
を
引
き
上
げ
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
フ
ル
タ
イ
ム

に
限
ら
ず
彼
ら
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
多
様

な
雇
用
形
態
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
、
生
産
性
を
引
き
上
げ
る
こ
と
も

労
働
力
不
足
に
対
処
す
る
た
め
に
不
可
欠

で
あ
る
。
教
育
・
職
業
訓
練
な
ど
を
通
じ
て

労
働
の
質
を
上
げ
る
こ
と
や
、
Ｉ
Ｔ
な
ど

を
活
用
す
る
こ
と
で
効
率
を
上
げ
る
こ
と

も
課
題
だ
。
そ
し
て
、
最
後
の
処
方
箋
が

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
で
あ
る
。

　
急
激
な
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る

現
状
で
は
、
す
べ
て
の
処
方
箋
を
実
行
し

な
け
れ
ば
労
働
力
不
足
は
克
服
で
き
な
い
。

こ
の
う
ち
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
人
手
不

足
対
策
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
成
長
分
野

を
育
成
す
る
上
で
も
有
力
な
選
択
肢
で
あ

る
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
で
人
手
を
代
替
す
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
安
倍
政
権
は
少
子
化
対

策
、
家
計
の
所
得
増
と
い
っ
た
観
点
も

兼
ね
て
、
女
性
の
活
躍
促
進
を
強
く
打
ち

出
し
た
も
の
の
、
女
性
の
働
く
環
境
の
整

備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
と
は
い
い
難
い

の
が
実
情
だ
。
と
り
わ
け
、
女
性
の
就

労
を
促
進
す
る
う
え
で
配
偶
者
控
除
が

１
０
３
万
円
の
壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ

て
い
る
。
最
近
は
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

の
時
給
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
主
婦
は

年
収
が
１
０
３
万
円
を
超
え
な
い
よ
う
に

働
く
時
間
を
減
ら
し
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
で
は
企
業
の
意
図
に
反
し
て
、
労
働
需

給
は
ひ
っ
迫
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
政
府

は
一
刻
も
早
く
必
要
な
税
制
改
正
に
踏
み

切
る
べ
き
で
あ
る
。
経
済
界
も
企
業
の
家

族
手
当
な
ど
が
１
０
３
万
円
を
基
準
に
し

て
い
る
現
状
を
一
刻
も
早
く
見
直
す
べ
き

で
あ
る
。
さ
も
な
い
と
自
分
で
自
分
の
首

を
絞
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
対
策
の
う
ち
で
も
う
一
つ
な
か
な
か
議

論
が
進
ま
な
い
の
が
、
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
拡
大
だ
。
す
で
に
高
度
人
材
に

つ
い
て
は
受
け
入
れ
の
拡
大
が
始
ま
っ
て

お
り
、
一
般
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
経
済

界
の
要
請
に
応
え
る
形
で
、
技
能
実
習
制

度
を
通
じ
た
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

が
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
技
能
実
習

制
度
は
も
と
も
と
国
際
協
力
の
枠
組
み
で

あ
り
、
こ
れ
を
利
用
し
た
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
拡
大
に
は
限
界
が
あ
る
。
実

際
、
法
令
違
反
や
人
権
侵
害
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
と
も

労
働
力
不
足
の
深
刻
化
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
主
要
な
分
野
ご
と
に
労
働
力
不

足
の
実
態
を
見
極
め
、
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
そ
ろ
そ
ろ
正
面
か
ら

議
論
を
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

高
橋

　進
／
た
か
は
し
・
す
す
む　

一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業

後
、七
六
年
住
友
銀
行
に
入
行
。
ロ
ン
ド
ン
駐
在
、

経
済
調
査
部
な
ど
を
経
て
、
九
〇
年
日
本
総
合
研

究
所
に
着
任
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
四
年
ま
で
早

稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
客
員
教

授
、
〇
三
年
か
ら
近
畿
大
学
経
済
学
部
・
経
営
学

部
客
員
教
授
を
務
め
る
。
一
三
年
一
月
、
政
府
・

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
民
間
議
員
に
就
任
。現
在
、

テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
。

著
書
『
一
〇
年
後
の
日
本
を
読
む
「
先
見
力
」
の

つ
け
方
』（
徳
間
書
店
）
の
ほ
か
、日
本
経
済
新
聞
、

産
経
新
聞
な
ど
に
多
数
執
筆
。

日本総合研究所理事長
高 橋 　 進

恒
常
化
す
る
労
働
力
不
足

恒
常
化
す
る
労
働
力
不
足

恒
常
化
す
る
労
働
力
不
足

ー
外
国
人
労
働
力
は
必
要
か
ー

～障害者雇用促進のお願い～

　会員企業の皆様におかれましては、平素より障害者の雇用に関し、ご理解とご
協力を賜り感謝申し上げます。
　障害者が、能力と適性に応じた雇用の場に就き、経済社会を構成する一員とし
て就業生活において能力を発揮することは、自立と社会参加のために非常に重
要なことであり、相互に人格と個性を尊重しあう共生社会の実現に向けて社会
全体の取り組みが求められています。
　本県の障害者の雇用状況は年々改善され、平成26年6月1日現在、民間企業に
おける障害者雇用数は3,218人と過去最高となり、また、実雇用者数も2.15％と
6年連続で法定雇用率を達成するとともに過去最高を更新しておりますが、法
定雇用率に達していない企業は369社で、雇用義務のある企業の約44％にの
ぼっているなど依然厳しい状況にあります。
　現在ハローワークには4,000人余りの障害のある方々が求職登録をし、就職
の機会を待ち望んでおります。
　沖縄県では、沖縄労働局、関係機関と連携し、障害者雇用優良事業所表彰、求職
者に対する職業訓練、「障害者就職面接会」の開催など、様々な支援を通じ障害者
雇用の促進に取り組んでいますが、障害者の雇用確保においては、事業者の皆様
のより一層の取組が期待されるところであります。
　つきましては、会員企業におかれましても、障害者の雇用維持はもとより、働
く意欲と能力を有する多くの障害者の雇用機会の拡大にむけた、一層のご理解
をお願い申し上げます。

会員企業の皆様へ
平成27年9月3日（木）、下記の通り「障害者雇用促進の要請」を受けましたので
お知らせいたします。
会員の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

沖縄県知事　翁長　雄志
沖縄県教育委員会教育長　諸見里　明
沖縄労働局長　待鳥　浩二
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
沖縄障害者職業センター所長　長川村　浩樹
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安
倍
政
権
は
、
日
本
経
済
が
デ
フ
レ
を

脱
却
す
る
た
め
に
は
民
間
需
要
を
喚
起
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
三
本
の
矢
を
通
じ
て
需
要
喚
起
に

努
め
て
き
た
。
こ
こ
に
き
て
景
気
の
回
復

と
と
も
に
需
要
不
足
は
徐
々
に
解
消
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
進
展

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
政
府
は
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
第
二
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
と

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
後
は
需
要
面

だ
け
で
な
く
供
給
面
が
成
長
の
制
約
に
な

ら
な
い
よ
う
、
需
給
両
面
に
目
配
り
し
て

経
済
運
営
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ

る
。
供
給
面
に
お
い
て
、と
り
わ
け
制
約
要

因
と
な
り
か
ね
な
い
の
が
労
働
力
不
足
だ
。

景
気
の
回
復
と
と
も
に
雇
用
情
勢
が
改
善
。

賃
金
も
上
昇
に
転
じ
て
い
る
が
、
そ
の
一

方
で
人
手
不
足
が
広
範
な
業
種
で
生
じ
て

い
る
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
下
で
労
働
力
不
足

に
対
処
す
る
方
策
は
い
く
つ
か
あ
る
。
ま

ず
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
労
働
節
約

型
の
設
備
投
資
を
促
進
す
る
こ
と
だ
。
次

に
、
よ
り
多
く
の
労
働
者
を
労
働
市
場
に

呼
び
込
む
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
多
く
の

企
業
が
必
要
な
労
働
力
を
確
保
す
べ
く
、

賃
金
の
引
き
上
げ
や
労
働
条
件
の
改
善
に

着
手
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
不
足
す
る
労

働
力
を
賄
う
た
め
に
は
、
若
年
層
、
女
性

や
高
齢
者
の
労
働
参
加
率
を
引
き
上
げ
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
フ
ル
タ
イ
ム

に
限
ら
ず
彼
ら
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
多
様

な
雇
用
形
態
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
、
生
産
性
を
引
き
上
げ
る
こ
と
も

労
働
力
不
足
に
対
処
す
る
た
め
に
不
可
欠

で
あ
る
。
教
育
・
職
業
訓
練
な
ど
を
通
じ
て

労
働
の
質
を
上
げ
る
こ
と
や
、
Ｉ
Ｔ
な
ど

を
活
用
す
る
こ
と
で
効
率
を
上
げ
る
こ
と

も
課
題
だ
。
そ
し
て
、
最
後
の
処
方
箋
が

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
で
あ
る
。

　
急
激
な
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る

現
状
で
は
、
す
べ
て
の
処
方
箋
を
実
行
し

な
け
れ
ば
労
働
力
不
足
は
克
服
で
き
な
い
。

こ
の
う
ち
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
人
手
不

足
対
策
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
成
長
分
野

を
育
成
す
る
上
で
も
有
力
な
選
択
肢
で
あ

る
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
で
人
手
を
代
替
す
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
安
倍
政
権
は
少
子
化
対

策
、
家
計
の
所
得
増
と
い
っ
た
観
点
も

兼
ね
て
、
女
性
の
活
躍
促
進
を
強
く
打
ち

出
し
た
も
の
の
、
女
性
の
働
く
環
境
の
整

備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
と
は
い
い
難
い

の
が
実
情
だ
。
と
り
わ
け
、
女
性
の
就

労
を
促
進
す
る
う
え
で
配
偶
者
控
除
が

１
０
３
万
円
の
壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ

て
い
る
。
最
近
は
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

の
時
給
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
主
婦
は

年
収
が
１
０
３
万
円
を
超
え
な
い
よ
う
に

働
く
時
間
を
減
ら
し
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
で
は
企
業
の
意
図
に
反
し
て
、
労
働
需

給
は
ひ
っ
迫
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
政
府

は
一
刻
も
早
く
必
要
な
税
制
改
正
に
踏
み

切
る
べ
き
で
あ
る
。
経
済
界
も
企
業
の
家

族
手
当
な
ど
が
１
０
３
万
円
を
基
準
に
し

て
い
る
現
状
を
一
刻
も
早
く
見
直
す
べ
き

で
あ
る
。
さ
も
な
い
と
自
分
で
自
分
の
首

を
絞
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
対
策
の
う
ち
で
も
う
一
つ
な
か
な
か
議

論
が
進
ま
な
い
の
が
、
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
拡
大
だ
。
す
で
に
高
度
人
材
に

つ
い
て
は
受
け
入
れ
の
拡
大
が
始
ま
っ
て

お
り
、
一
般
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
経
済

界
の
要
請
に
応
え
る
形
で
、
技
能
実
習
制

度
を
通
じ
た
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

が
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
技
能
実
習

制
度
は
も
と
も
と
国
際
協
力
の
枠
組
み
で

あ
り
、
こ
れ
を
利
用
し
た
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
拡
大
に
は
限
界
が
あ
る
。
実

際
、
法
令
違
反
や
人
権
侵
害
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
と
も

労
働
力
不
足
の
深
刻
化
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
主
要
な
分
野
ご
と
に
労
働
力
不

足
の
実
態
を
見
極
め
、
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
そ
ろ
そ
ろ
正
面
か
ら

議
論
を
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

高
橋

　進
／
た
か
は
し
・
す
す
む　

一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業

後
、七
六
年
住
友
銀
行
に
入
行
。
ロ
ン
ド
ン
駐
在
、

経
済
調
査
部
な
ど
を
経
て
、
九
〇
年
日
本
総
合
研

究
所
に
着
任
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
四
年
ま
で
早

稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
客
員
教

授
、
〇
三
年
か
ら
近
畿
大
学
経
済
学
部
・
経
営
学

部
客
員
教
授
を
務
め
る
。
一
三
年
一
月
、
政
府
・

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
民
間
議
員
に
就
任
。現
在
、

テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
。

著
書
『
一
〇
年
後
の
日
本
を
読
む
「
先
見
力
」
の

つ
け
方
』（
徳
間
書
店
）
の
ほ
か
、日
本
経
済
新
聞
、

産
経
新
聞
な
ど
に
多
数
執
筆
。

日本総合研究所理事長
高 橋 　 進

恒
常
化
す
る
労
働
力
不
足

恒
常
化
す
る
労
働
力
不
足

恒
常
化
す
る
労
働
力
不
足

ー
外
国
人
労
働
力
は
必
要
か
ー

～障害者雇用促進のお願い～

　会員企業の皆様におかれましては、平素より障害者の雇用に関し、ご理解とご
協力を賜り感謝申し上げます。
　障害者が、能力と適性に応じた雇用の場に就き、経済社会を構成する一員とし
て就業生活において能力を発揮することは、自立と社会参加のために非常に重
要なことであり、相互に人格と個性を尊重しあう共生社会の実現に向けて社会
全体の取り組みが求められています。
　本県の障害者の雇用状況は年々改善され、平成26年6月1日現在、民間企業に
おける障害者雇用数は3,218人と過去最高となり、また、実雇用者数も2.15％と
6年連続で法定雇用率を達成するとともに過去最高を更新しておりますが、法
定雇用率に達していない企業は369社で、雇用義務のある企業の約44％にの
ぼっているなど依然厳しい状況にあります。
　現在ハローワークには4,000人余りの障害のある方々が求職登録をし、就職
の機会を待ち望んでおります。
　沖縄県では、沖縄労働局、関係機関と連携し、障害者雇用優良事業所表彰、求職
者に対する職業訓練、「障害者就職面接会」の開催など、様々な支援を通じ障害者
雇用の促進に取り組んでいますが、障害者の雇用確保においては、事業者の皆様
のより一層の取組が期待されるところであります。
　つきましては、会員企業におかれましても、障害者の雇用維持はもとより、働
く意欲と能力を有する多くの障害者の雇用機会の拡大にむけた、一層のご理解
をお願い申し上げます。

会員企業の皆様へ
平成27年9月3日（木）、下記の通り「障害者雇用促進の要請」を受けましたので
お知らせいたします。
会員の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

沖縄県知事　翁長　雄志
沖縄県教育委員会教育長　諸見里　明
沖縄労働局長　待鳥　浩二
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
沖縄障害者職業センター所長　長川村　浩樹
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滋
賀
県
の
琵
琶
湖
の
南
に
あ
る
湖
南

市
に
「
シ
ン
コ
ー
メ
タ
リ
コ
ン
」
と
い

う
名
の
中
小
企
業
が
あ
る
。
主
事
業
は

金
属
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
に
防
食
（
金
属

の
腐
食
を
防
ぐ
こ
と
）
や
、
肉
盛
（
母

材
の
表
面
に
目
的
に
応
じ
た
金
属
を
溶

着
す
る
こ
と
）
を
す
る
た
め
の
溶
射
加

工
で
、
社
員
数
は
75
人
。
聞
く
と
、
同

社
は
国
内
で
溶
射
加
工
を
商
品
化
し
た

最
初
の
企
業
で
も
あ
る
そ
う
だ
。

　
筆
者
も
同
業
種
は
良
く
知
っ
て
い
る

が
、
一
般
的
に
重
厚
長
大
型
か
つ
、
３

K
的
職
場
が
多
く
、
人
材
不
足
や
、
そ

の
流
出
に
日
夜
頭
を
痛
め
て
い
る
企
業

が
大
半
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同

社
を
訪
問
し
、
社
員
の
目
つ
き
・
顔
つ

き
を
見
て
正
直
驚
い
た
。
と
い
う
の
も
、

同
社
の
実
態
は
、業
界
の
常
識
・
イ
メ
ー

ジ
と
か
け
離
れ
た
、
明
る
く
活
気
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
人
材
豊
富
な
良
い
企
業

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
最
大
の
要
因
は
平
成
６
年
、
３

代
目
社
長
と
し
て
就
任
し
た
立
石
豊
氏

の
経
営
の
考
え
方
・
進
め
方
が
社
内
は

も
と
よ
り
市
場
か
ら
高
い
評
価
を
受
け

た
こ
と
に
あ
る
。
立
石
社
長
が
社
長
就

任
後
、
こ
の
20
年
間
で
行
っ
て
き
た
革

新
的
企
業
づ
く
り
は
多
々
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
と
り
わ
け
読
者
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
と
思
わ
れ
る
二
つ
の
こ
と
に
つ
い
て

述
べ
る
。

　
一
つ
目
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
経
営
の

実
践
で
あ
る
。
立
石
社
長
は
、Ｅ
Ｓ（
従

業
員
満
足
）
な
く
し
て
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満

足
）
な
し
と
考
え
た
。
社
員
を
家
族
の

一
員
と
評
価
し
、
位
置
付
け
た
。
社
員

は
言
う
に
及
ば
ず
、
そ
の
家
族
も
同
社

に
所
属
し
て
い
る
喜
び
を
か
み
し
め
ら

れ
る
よ
う
な
社
員
重
視
の
経
営
を
し

て
き
た
の
だ
。「
ど
ん
な
に
不
況
で
も
、

社
員
と
そ
の
家
族
を
苦
し
め
る
リ
ス
ト

ラ
は
し
な
い
」
と
宣
言
し
た
ば
か
り
か
、

社
員
と
そ
の
家
族
が
喜
ぶ
福
利
厚
生
に
、

何
よ
り
も
注
力
し
て
き
た
。

　
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
と
、
社

員
の
誕
生
日
に
は
「
10
万
円
の
現
金

プ
レ
ゼ
ン
ト
」「
社
長
と
社
員
の
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
の
写
真
付
き
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
配
偶
者
や
ご
両
親
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
」「
営
業
担
当
社
員
の
た
め
の

５
万
円
の
ス
ー
ツ
手
当
」。
さ
ら
に
は
、

社
員
の
結
婚
記
念
日
に
「
一
流
ホ
テ
ル

で
の
１
万
円
の
食
事
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

な
ど
ハ
ー
ト
フ
ル
な
も
の
ば
か
り
だ
。

　
二
つ
目
は
新
技
術
開
発
重
視
の
経
営

の
実
践
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
良
い
福
利

厚
生
制
度
を
実
施
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、

価
格
競
争
力
を
武
器
に
経
営
を
し
て
い

た
な
ら
ば
、
そ
の
実
施
は
困
難
だ
。
そ

の
た
め
、
同
社
で
は
一
貫
し
て
研
究
開

発
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体

的
に
は
社
員
75
人
中
、
研
究
開
発
を

専
門
に
担
当
す
る
社
員
を
４
人
も
配
員

し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
好
不
況

を
問
わ
ず
、
人
材
の
育
成
に
も
愚
直
い

ち
ず
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、

今
や
社
員
75
人
が
保
有
す
る
公
的
資
格

は
50
を
超
え
、
新
技
術
開
発
の
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。

　
シ
ン
コ
ー
メ
タ
リ
コ
ン
の
存
在
を
知

る
と
、
経
営
に
お
い
て
経
営
者
の
哲
学

と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ほ
ど
重
要
な
も
の

は
な
い
と
あ
ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ

る
。坂

本
光
司
／
さ
か
も
と
・
こ
う
じ

　一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
福
井
県
立
大

学
教
授
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
な

ど
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
四
月
よ
り
法

政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
（
地

域
づ
く
り
大
学
院
）
教
授
、
同
静
岡
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
長
お
よ
び
同
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

科
兼
担
教
授
。
他
に
、
国
や
県
、
市
町
、

商
工
会
議
所
な
ど
の
審
議
会
・
委
員
会

の
委
員
を
多
数
兼
務
し
て
い
る
。
専
門

は
中
小
企
業
経
営
論
・
地
域
経
済
論
・

産
業
論
。
著
書
に
『
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
』（
あ
さ
出
版
）、『
こ

の
会
社
は
な
ぜ
快
進
撃
が
続
く
の
か
』

（
か
ん
き
出
版
）
な
ど
。

社
員
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に

技
術
力
を
高
め
る
シ
ン
コ
ー
メ
タ
リ
コ
ン

法政大学大学院
政策創造研究科
教授坂本光司

法政大学大学院

　ロシアで行われた水泳の世界選手権でシンクロナイズドスイミングの日本チームは８年ぶりに

メダルを獲得しました。この快挙が井村雅代ヘッドコーチの手腕によるところが大きいのは明ら

かだと思います。井村氏は１９７０年代に日本代表コーチに就任。小谷実可子さんや奥野史子さ

んらの世界的な選手を育成し、オリンピックで数多くのメダルを獲得しました。さらに、日本代

表だけでなく中国や英国のコーチとしても選手を指導し、そこでも素晴らしい実績を残していま

す。

　そんな井村氏が日本チームのコーチに復帰することに関して、当初は不安視する人もいたそう

です。理由は「寒くても寒そうな顔をするな！ 」とメダル獲得のためには厳しい言葉で選手を追

い込む、その指導法。時代が変わり、若手選手はキツイことに耐えられなくなったと言われており、

不安視されたのでしょう。同様のことが人間関係にも言えないでしょうか。あなたは「厳しい人」

を避けていませんか？

　井村氏に限らず、TV でも「喝」と厳しいことを言う存在が減りました。ただ、ゼロではありま

せん。「それじゃ、ダメだよ」と厳しく注意してくれる人。頼んでもいないのにダメな理由まで指

摘してくれる人。さらに「その後の状況を聞かせなさい」と問題が解決するまで関わろうとした

りする人も、身近にきっといるはず。思わず「勘弁してくれ！」と避けたくなる存在かもしれま

せん。でも、あえて近づき、自分の人脈としてプラスに生かしている人もいます。例えば、旅行

代理店の社長をしているＳさん。近づくと厳しいことばかり言うので周囲が避けている人と巧み

に仲良くなり、知見を広げ、仕事上のプラスも享受しています。Ｓさんいわく、厳しい人と仲良

くなるためには前向きな姿勢を継続することが重要だそうです。前向きな姿勢を継続していると、

やがてキツイ言葉だけでなく「君だから話したいことがある」と懇切丁寧にアドバイスをくれる

ようになったりします。

　当方も仕事で出会った厳しい人にあえて近づき、貴重な人脈となったことが何回もあります。

例を挙げると、礼儀作法に厳しい、ある社長が私の送ったメールの文面に対して「けんかを売っ

ているようにしか思えない」と厳しい指摘をしてきたのです。そのときは、思わずカッとなりま

したが「このようにご指導いただける先輩にお会いできて光栄です」と返信しました。このこと

がきっかけで仕事面でもさまざまな支援をいただける関係を築けたのです。厳しい人だからこそ、

言ってくれる貴重なアドバイスがあるはず。逃げすにお近づきなってみてはいかがでしょうか。

高城　幸司／たかぎ・こうじ
　1964年生まれ。同志社大学文学部卒業後、株式会社リクルートに入社。六期連続トップセールスに輝き、「伝
説のトップセールスマン」と呼ばれる。96年に日本初の独立／起業の情報誌「アントレ」を立ち上げ、事業部長、
編集長を歴任。その後、独立し、人事コンサルティング会社をはじめ三社の経営に携わる。現在は企業に対する人
材育成、人事戦略の策定などを行っている。

株
式
会
社
セ
レ
ブ
レ
イ
ン 

代
表
取
締
役
社
長

高

　城

　幸

　司

「厳しい人からも逃げない」
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琶
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に
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湖
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市
に
「
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」
と
い

う
名
の
中
小
企
業
が
あ
る
。
主
事
業
は

金
属
や
セ
ラ
ミ
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ス
に
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食
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金
属

の
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や
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と
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で
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な
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い
企
業
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で
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。

　
そ
の
最
大
の
要
因
は
平
成
６
年
、
３

代
目
社
長
と
し
て
就
任
し
た
立
石
豊
氏

の
経
営
の
考
え
方
・
進
め
方
が
社
内
は

も
と
よ
り
市
場
か
ら
高
い
評
価
を
受
け

た
こ
と
に
あ
る
。
立
石
社
長
が
社
長
就

任
後
、
こ
の
20
年
間
で
行
っ
て
き
た
革

新
的
企
業
づ
く
り
は
多
々
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
と
り
わ
け
読
者
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
と
思
わ
れ
る
二
つ
の
こ
と
に
つ
い
て

述
べ
る
。

　
一
つ
目
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
経
営
の

実
践
で
あ
る
。
立
石
社
長
は
、Ｅ
Ｓ（
従

業
員
満
足
）
な
く
し
て
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満

足
）
な
し
と
考
え
た
。
社
員
を
家
族
の

一
員
と
評
価
し
、
位
置
付
け
た
。
社
員

は
言
う
に
及
ば
ず
、
そ
の
家
族
も
同
社

に
所
属
し
て
い
る
喜
び
を
か
み
し
め
ら

れ
る
よ
う
な
社
員
重
視
の
経
営
を
し

て
き
た
の
だ
。「
ど
ん
な
に
不
況
で
も
、

社
員
と
そ
の
家
族
を
苦
し
め
る
リ
ス
ト

ラ
は
し
な
い
」
と
宣
言
し
た
ば
か
り
か
、

社
員
と
そ
の
家
族
が
喜
ぶ
福
利
厚
生
に
、

何
よ
り
も
注
力
し
て
き
た
。

　
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
と
、
社

員
の
誕
生
日
に
は
「
10
万
円
の
現
金

プ
レ
ゼ
ン
ト
」「
社
長
と
社
員
の
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
の
写
真
付
き
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
配
偶
者
や
ご
両
親
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
」「
営
業
担
当
社
員
の
た
め
の

５
万
円
の
ス
ー
ツ
手
当
」。
さ
ら
に
は
、

社
員
の
結
婚
記
念
日
に
「
一
流
ホ
テ
ル

で
の
１
万
円
の
食
事
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

な
ど
ハ
ー
ト
フ
ル
な
も
の
ば
か
り
だ
。

　
二
つ
目
は
新
技
術
開
発
重
視
の
経
営

の
実
践
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
良
い
福
利

厚
生
制
度
を
実
施
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、

価
格
競
争
力
を
武
器
に
経
営
を
し
て
い

た
な
ら
ば
、
そ
の
実
施
は
困
難
だ
。
そ

の
た
め
、
同
社
で
は
一
貫
し
て
研
究
開

発
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体

的
に
は
社
員
75
人
中
、
研
究
開
発
を

専
門
に
担
当
す
る
社
員
を
４
人
も
配
員

し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
好
不
況

を
問
わ
ず
、
人
材
の
育
成
に
も
愚
直
い

ち
ず
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、

今
や
社
員
75
人
が
保
有
す
る
公
的
資
格

は
50
を
超
え
、
新
技
術
開
発
の
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。

　
シ
ン
コ
ー
メ
タ
リ
コ
ン
の
存
在
を
知

る
と
、
経
営
に
お
い
て
経
営
者
の
哲
学

と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ほ
ど
重
要
な
も
の

は
な
い
と
あ
ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ

る
。坂

本
光
司
／
さ
か
も
と
・
こ
う
じ

　一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
福
井
県
立
大

学
教
授
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
な

ど
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
四
月
よ
り
法

政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
（
地

域
づ
く
り
大
学
院
）
教
授
、
同
静
岡
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
長
お
よ
び
同
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

科
兼
担
教
授
。
他
に
、
国
や
県
、
市
町
、

商
工
会
議
所
な
ど
の
審
議
会
・
委
員
会

の
委
員
を
多
数
兼
務
し
て
い
る
。
専
門

は
中
小
企
業
経
営
論
・
地
域
経
済
論
・

産
業
論
。
著
書
に
『
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
』（
あ
さ
出
版
）、『
こ

の
会
社
は
な
ぜ
快
進
撃
が
続
く
の
か
』

（
か
ん
き
出
版
）
な
ど
。

社
員
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に

技
術
力
を
高
め
る
シ
ン
コ
ー
メ
タ
リ
コ
ン

法政大学大学院
政策創造研究科
教授坂本光司

法政大学大学院

　ロシアで行われた水泳の世界選手権でシンクロナイズドスイミングの日本チームは８年ぶりに

メダルを獲得しました。この快挙が井村雅代ヘッドコーチの手腕によるところが大きいのは明ら

かだと思います。井村氏は１９７０年代に日本代表コーチに就任。小谷実可子さんや奥野史子さ

んらの世界的な選手を育成し、オリンピックで数多くのメダルを獲得しました。さらに、日本代

表だけでなく中国や英国のコーチとしても選手を指導し、そこでも素晴らしい実績を残していま

す。

　そんな井村氏が日本チームのコーチに復帰することに関して、当初は不安視する人もいたそう

です。理由は「寒くても寒そうな顔をするな！ 」とメダル獲得のためには厳しい言葉で選手を追

い込む、その指導法。時代が変わり、若手選手はキツイことに耐えられなくなったと言われており、

不安視されたのでしょう。同様のことが人間関係にも言えないでしょうか。あなたは「厳しい人」

を避けていませんか？

　井村氏に限らず、TV でも「喝」と厳しいことを言う存在が減りました。ただ、ゼロではありま

せん。「それじゃ、ダメだよ」と厳しく注意してくれる人。頼んでもいないのにダメな理由まで指

摘してくれる人。さらに「その後の状況を聞かせなさい」と問題が解決するまで関わろうとした

りする人も、身近にきっといるはず。思わず「勘弁してくれ！」と避けたくなる存在かもしれま

せん。でも、あえて近づき、自分の人脈としてプラスに生かしている人もいます。例えば、旅行

代理店の社長をしているＳさん。近づくと厳しいことばかり言うので周囲が避けている人と巧み

に仲良くなり、知見を広げ、仕事上のプラスも享受しています。Ｓさんいわく、厳しい人と仲良

くなるためには前向きな姿勢を継続することが重要だそうです。前向きな姿勢を継続していると、

やがてキツイ言葉だけでなく「君だから話したいことがある」と懇切丁寧にアドバイスをくれる

ようになったりします。

　当方も仕事で出会った厳しい人にあえて近づき、貴重な人脈となったことが何回もあります。

例を挙げると、礼儀作法に厳しい、ある社長が私の送ったメールの文面に対して「けんかを売っ

ているようにしか思えない」と厳しい指摘をしてきたのです。そのときは、思わずカッとなりま

したが「このようにご指導いただける先輩にお会いできて光栄です」と返信しました。このこと

がきっかけで仕事面でもさまざまな支援をいただける関係を築けたのです。厳しい人だからこそ、

言ってくれる貴重なアドバイスがあるはず。逃げすにお近づきなってみてはいかがでしょうか。

高城　幸司／たかぎ・こうじ
　1964年生まれ。同志社大学文学部卒業後、株式会社リクルートに入社。六期連続トップセールスに輝き、「伝
説のトップセールスマン」と呼ばれる。96年に日本初の独立／起業の情報誌「アントレ」を立ち上げ、事業部長、
編集長を歴任。その後、独立し、人事コンサルティング会社をはじめ三社の経営に携わる。現在は企業に対する人
材育成、人事戦略の策定などを行っている。

株
式
会
社
セ
レ
ブ
レ
イ
ン 

代
表
取
締
役
社
長

高

　城

　幸

　司

「厳しい人からも逃げない」
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─
　営
業
力
を
強
化
す
る
に
は
（
7
） ─

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
、
営
業
活
動

の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

　従
来
な
ら
業
者
だ
け
が
知
っ
て
い
た
事
を
、

今
で
は
顧
客
が
ネ
ッ
ト
検
索
で
簡
単
に
知
る

事
が
で
き
ま
す
。

　顧
客
は
業
者
に
会
う
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
情
報
収
集
す
る
の
が
当
た
り
前
に
な
り
、

下
手
を
す
れ
ば
営
業
担
当
よ
り
も
多
く
の
情

報
を
知
っ
て
い
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
流
れ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

に
よ
っ
て
、
よ
り
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。

　今
や
勉
強
不
足
の
営
業
担
当
は
顧
客
か
ら

相
手
に
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
積
極
的
に
商
品
情
報
を
発
信
し
な

い
企
業
は
、
顧
客
か
ら
購
買
先
の
選
択
肢
に

加
え
て
貰
え
ま
せ
ん
。

　世
の
中
が
変
わ
れ
ば
、
営
業
ス
タ
イ
ル
も

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
流
れ
に
取
り
残

さ
れ
る
と
、
売
上
高
の
確
保
が
難
し
く
な
り

ま
す
。

情
報
過
剰
時
代
に
対
応
す
る

　通
り
一
遍
の
営
業
ト
ー
ク
が
時
代
遅
れ
に
な

っ
た
一
方
で
、
別
の
変
化
も
起
き
て
い
ま
す
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
が
多

す
ぎ
て
、
何
が
自
分
に
と
っ
て
一
番
良
い
の
か
、

顧
客
自
身
が
混
乱
す
る
事
が
増
え
て
い
ま
す
。

　顧
客
は
、
業
務
な
い
し
生
活
の
上
で
何
か
あ

れ
ば
、
す
ぐ
に
ネ
ッ
ト
検
索
し
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
「
あ
あ
す
べ
き
」
「
こ
う
す
べ
き
」
と
い

っ
た
情
報
が
た
く
さ
ん
得
ら
れ
ま
す
。

　し
か
し
、
問
題
は
情
報
が
多
す
ぎ
る
事
で
す
。

頭
の
整
理
が
つ
か
ず
、
本
来
の
目
的
も
ぼ
や
け
、

「
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
」
と
却
っ
て
迷
い
が

出
て
く
る
の
で
す
。

　よ
っ
て
、
現
在
求
め
ら
れ
る
営
業
は
、
顧
客

の
頭
を
整
理
し
、
一
番
良
い
方
向
性
を
打
ち
出

し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　い
つ
の
時
代
も
、
売
れ
る
営
業
担
当
者
は
顧

客
か
ら
相
談
さ
れ
る
人
で
す
。

　従
来
は
「
こ
ん
な
商
品
が
無
い
か
」
「
こ
ん

な
事
が
で
き
な
い
か
」
と
い
っ
た
内
容
が
主
な

相
談
内
容
で
し
た
が
、
最
近
で
は
「
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
」
を
問
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　こ
れ
に
応
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
営
業
成

績
は
大
き
く
違
っ
て
き
ま
す
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
力
を
つ
け
る

　顧
客
の
相
談
に
応
え
る
に
は
、
自
社
商
品

に
関
す
る
豊
富
な
知
識
が
必
要
で
す
。

　商
品
特
性
だ
け
で
な
く
、
技
術
面
や
納
期
、

原
価
な
ど
も
含
め
て
で
す
。
そ
も
そ
も
、
専

門
知
識
が
無
け
れ
ば
相
談
を
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。　し

か
し
、
商
品
知
識
は
必
要
条
件
で
す
が

十
分
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　顧
客
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
理
解
し
、

「
自
分
が
顧
客
の
立
場
な
ら
ど
う
か
」
と
想

像
力
を
巡
ら
し
、
方
向
性
を
整
理
す
る
ス
キ

ル
が
必
要
で
す
。

　営
業
活
動
で
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
重
視
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
相
手
の
発
言
を
額
面
通
り

に
受
け
取
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　そ
も
そ
も
、
顧
客
は
本
当
の
事
を
言
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
顧
客
自
身
が
自
分
の
や

る
べ
き
事
を
理
解
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
や
り
た
い
事
の
優
先
順
位
が
つ
い
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
考
え
を
正
し
く

伝
え
る
表
現
力
が
顧
客
に
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　そ
う
考
え
る
と
、
も
っ
と
高
い
レ
ベ
ル
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
必
要
だ
と
分
か
る
と
思
い
ま

す
。　重

要
な
の
は
「
顧
客
が
何
を
言
っ
た
か
」

で
は
な
く
「
な
ぜ
そ
う
言
っ
た
か
」
で
す
。

つ
ま
り
、
発
言
の
「
内
容
」
よ
り
、
発
言
の

「
意
図
」
が
問
題
で
あ
り
、
顧
客
に
そ
う
言

わ
し
め
た
「
背
景
」
を
理
解
す
る
事
が
何
よ

り
も
重
要
な
の
で
す
。

顧
客
の
事
を
も
っ
と
知
る

　顧
客
管
理
の
重
要
性
は
以
前
か
ら
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
こ
そ
営
業
担
当
は
顧
客
の

事
を
も
っ
と
知
る
べ
き
で
す
。

　顧
客
の
立
場
を
想
像
す
る
に
も
、
具
体
的

な
事
を
知
ら
な
い
と
、
想
像
し
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　顧
客
が
法
人
な
ら
例
え
ば
、
顧
客
が
属
す

る
業
界
で
何
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
か
知
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
顧
客
の
経
営
課
題
や

事
業
戦
略
を
少
し
な
り
と
も
知
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　顧
客
を
よ
く
知
り
相
談
に
乗
る
。
そ
こ
に

は
価
格
競
争
は
あ
り
ま
せ
ん
。

株式会社経営戦略オフィス
代表取締役

中小企業診断士

井海宏通 127

井
海

　宏
通

　株
式
会
社
経
営
戦
略
オ
フ
ィ

ス
代
表
取
締
役
。
中
小
企
業
診

断
士
。
那
覇
を
拠
点
に
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
動

中
。
那
覇
商
工
会
議
所
登
録
エ

キ
ス
パ
ー
ト
。
認
定
経
営
革
新

等
支
援
機
関
。

■連絡先■
（TEL）090-9442-6356
（Mail）ikai@mbn.nifty.com
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一人ひとりの小さな灯火が、地域を照らす大きな灯火への成長を目指して…一人ひとりの小さな灯火が、地域を照らす大きな灯火への成長を目指して…

一灯照隅　万灯照國

HAISAI【ハイサイ】2015・第231号10
月号

那覇商工会議所青年部会報

● 会員の会社紹介

今回第四回目は、ヌーベルダイニング　グリーンの平良亮さんです。

Ｑ：創業して何年目ですか？
Ａ：再来月の１１月で6年目になります。

Ｑ：創業したキッカケは何ですか？
Ａ：もともと飲食業をしてまして、たまたま物件が見つかり（現店舗）物件を見て庭もありいいなと思い、ここで店をやっ

ていこうと思いました。

Ｑ：お店の紹介をお願いします。
Ａ：昼間はランチタイムをやってまして、夜は洋風居酒屋をやっております。

料理はフレンチよりで出しており、料理長が40年近くフランス料理やっているベテランです。

お酒はビール、泡盛、ワイン、カクテルとほぼ揃えております。

メインとしては飲み放題をやっており、お客さんの９割近くは飲み放題を利用していただいております。飲み放題では、カ

クテル40種類、ビール、泡盛２種類など揃えております。

Ｑ：那覇YEGに入るキッカケは？
Ａ：お店にお客さんとして添石幸信さんがよく来ていただいており、添石さんが那覇YEG会長になるので那覇YEGに入ら

ないかと誘われている途中に、今度は大学の後輩であった島袋大介さんが仲田憲仁さんをと一緒に来ていただき、いろ

いろ那覇YEGの話を聞いて入会しようと思いました。

Ｑ：那覇YEGに入っての感想は？
Ａ：正直に面白いなと思いました、いろんな職業の人とも出会え、各委員会ごとに予算をもらって事業を自分じゃやらな

い、思いつかないことが出来るので、とてもいい経験が出来てます。

Ｑ：お店・個人としての今後の目標とは？
Ａ：お店の目標としては、まだ１店舗だけなので、今後２店舗、３店舗と増やしていきたいです。

個人の目標としては、楽しく遊んで暮らせたなと思ってます。

Ｑ：お店のアピールはありますか？
Ａ：那覇YEGの皆さん、お店に来て下さいね。

来ていただいた方には、「ハイサイを見た」と言っていただければデザートをサービスしますのでよろしくお願いします。
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Ａ：もともと飲食業をしてまして、たまたま物件が見つかり（現店舗）物件を見て庭もありいいなと思い、ここで店をやっ

ていこうと思いました。
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Ｑ：お店・個人としての今後の目標とは？
Ａ：お店の目標としては、まだ１店舗だけなので、今後２店舗、３店舗と増やしていきたいです。

個人の目標としては、楽しく遊んで暮らせたなと思ってます。

Ｑ：お店のアピールはありますか？
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来ていただいた方には、「ハイサイを見た」と言っていただければデザートをサービスしますのでよろしくお願いします。
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●那覇商工会議所青年部　第 58回臨時総会　

●経済講演会・県連理事会　

　平成27年 9月 9日、那覇商工会議所青年部第58回臨時総会が那覇商工会議所2階ホールで行

われました。審議事項では、平成28年度会長予定者、平成28年度県連会長推拳者、平成28年度

県連出向理事推拳者が議題になり、会長予定者が藤井秋彦君・県連会長が識名朝哉君・県連出向推

拳者が宮城匠君の三名が選ばれました。

　平成27年 9月 5日・6日に沖縄県商工会議所青年部連合会県連経済講演会及び観光資源調査研

究 IN宮古島が経済講演会及び観光資源研究所；宮古島市保良泉ビーチパークで行われました。講師

は、(有 )アイランドワークス社長の藤井一郎さんに来ていただき、沖縄県の基幹産業である観光を

テーマにしたご講演をしていただきました。

● 新会員紹介

● わったー那覇めしグランプリ

琉球海運株式会社
電話／098-868-8161　FAX／098-868-8561
HP／http://www/rkkline.co.jp

　光宮古商事株式会社の川満ゆなと申します。

　弊社は様々なサービスや商品への投資を行っており、コールセ

ンターや店舗、訪問販売などの販路を構築しております。宮古島

に本社を構え、那覇市・沖縄市・大阪市・ドバイと各拠点を設け

業務拡大中です。

　直近では、ヘルスケア事業を開始し、パーソナルトレーニング

ジムの運営やワンウェイ方式のウォーターサーバー設置を行って

おります。

　沖縄の肥満率は日本一であり、特に男性は平均寿命も全国の中

でも下位にあたります。　　　　　　　　　　　　　　　

　そこをパーソナルトレーニングによって、ほぼ確実に代謝を上

げる事で、徐々にでも沖縄の健康を取り戻していきたいと考えて

おります。

　そして、ウォーターサーバーにおいては、久米島の海洋深層水

を使用し、タンクではなくワンウェイ方式という常にサーバーを

清潔に利用できる方式を取り入れております。ぜひご興味あれば

ご用命いただければと思います。

　ハイサイ！琉球海運㈱の宜保と申します。名護出身の43歳です。突然
ですが、皆様はこの「HAISAI」の記事をどこで読んでいますか？おそら
くは事務所の中でしょうか。実は事務所の床、壁、柱や天井など建築資
材を含め原材料のほとんどは県外で生産されております。いわゆる県産
品ではありません。
　我々は県外の貨物を県内にお届けし、また県外へ大切な県産品を船舶
を利用し海上輸送している会社です。
　昭和25年（1950年）に設立し、県民の皆様と共に歩み続け、創立65
周年を迎えました。「夢とくらしと文化をはこぶ」企業として、東京・
大阪・福岡・鹿児島・宮古・石垣の海上航路を活用し、北海道など北の
貨物は東京経由で貨物を輸送し、南は九州の鳥栖の物流センターで集約
して福岡や鹿児島を経由した貨物輸送も行っております。
　昨年からは42年ぶりに台湾航路（高雄港）を復活し、また商船三井様
と業務提携する事で、沖縄と台湾を経由した「鹿児島から香港まで最短
4日間」で貨物を届ける体制も整えました。シンガポールなどアジア圏
やアメリカ等の世界物流ネットワークもスタートし、これからも沖縄の
為に、新しい物流にも対応し続けます。最後に琉球海運グループが所有
している機材（コンテナやトレーラーなど）による貨物輸送の提案も可
能ですので、ご連絡お待ちしております。

光宮古商事株式会社
川満　ゆな

琉球海運(株)
宜保　徹

みやざき地頭鶏　炎
住所／那覇市久茂地
2-11-16　1階

TEL／098-860-9040

琉球酒場　てびちや本舗
住所／那覇市松山1-13-1
TEL／098-867-7177

琉家
住所／那覇市松尾1-6-8
TEL／098-862-3480

先月より今年３月に開催されたわったー那覇めしグランプリに出店したお店をテーマ別に紹介して

ます。今月は、２回以上出店しているお店をご紹介します。

ハイサイを見たと言って頂いた方に特典!
みやざき　地頭鶏　炎：入店後 1時間ドリンク半額
琉家：味玉　1個サービス

※詳しい内容は、那覇ＹＥＧのホームページやフェイスブックに掲載します。
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九
月
十
七
日
（
木
）、
浦
添
商
工
会
議

所
に
お
い
て
、
沖
縄
県
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議　

題

①
婚
活
事
業
に
つ
い
て

②
そ
の
他

　

今
月
、
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
婚

活
パ
ー
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が

行
わ
れ
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
等
が
あ
り
、

当
日
に
向
け
て
県
連
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

九
月
八
日
（
火
）
に
、
那
覇
商
工
会

議
所
に
て
、
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議　

題

①
県
連
婚
活
事
業
に
つ
い
て

②
宮
古
島
視
察
研
修
会
に
つ
い
て

③
商
工
会
女
性
部
と
の
交
流
に
つ
い
て

④
新
規
会
員
に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

　

県
連
婚
活
事
業
に
つ
い
て
、
会
長
よ
り

詳
細
に
つ
い
て
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

宮
古
島
視
察
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
日

程
が
十
一
月
一
日
（
日
）
に
決
ま
り
ま
し

た
。

　

商
工
会
女
性
部
と
の
交
流
会
も
、
十
一

月
に
行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

随
時
、
会
員
に
は
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

　

県
連
女
性
会
と
し
て
、
人
口
減
少
社
会

の
到
来
と
少
子
化
の
要
因
と
し
て
、
夫
婦

出
生
力
の
低
下
、
未
婚
化
の
進
行
が
挙
げ

ら
れ
、
経
済
面
、
社
会
面
で
の
少
子
化
が

与
え
る
影
響
は
、
益
々
深
刻
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
、「
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
開

催
を
通
し
て
、
会
員
企
業
の
従
業
員
を
は

じ
め
商
工
業
従
事
者
等
、
独
身
青
年
男
女

の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に

し
、
交
流
の
輪
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
、
未
婚
化
の
打
開
策
と
し
て
女
性
会
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
九
月

二
十
四
日
（
木
）
天
久
テ
ラ
ス
に
て
婚
活

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
男
女
合

わ
せ
て
百
二
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

予
想
を
上
回
る
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、

一
部
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
張
本
会
長
の
挨
拶
と
乾
杯
に

始
ま
り
、
参
加
者
全
員
が
顔
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
様
々
な
、
内
容
の
基
、
大
き
な
混

乱
も
な
く
、ス
ム
ー
ズ
に
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

を
運
営
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

沖
縄
県
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
理
事
会
を
開
催

沖
縄
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
主
催
お
き
な
わ
縁
結
び　

～
お
き
な
わ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
カ
ッ
プ
ル
２
０
１
５
～

那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会

定
例
会
を
開
催

小嶺
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視
察
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
日

程
が
十
一
月
一
日
（
日
）
に
決
ま
り
ま
し

た
。

　

商
工
会
女
性
部
と
の
交
流
会
も
、
十
一

月
に
行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

随
時
、
会
員
に
は
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

　

県
連
女
性
会
と
し
て
、
人
口
減
少
社
会

の
到
来
と
少
子
化
の
要
因
と
し
て
、
夫
婦

出
生
力
の
低
下
、
未
婚
化
の
進
行
が
挙
げ

ら
れ
、
経
済
面
、
社
会
面
で
の
少
子
化
が

与
え
る
影
響
は
、
益
々
深
刻
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
、「
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
開

催
を
通
し
て
、
会
員
企
業
の
従
業
員
を
は

じ
め
商
工
業
従
事
者
等
、
独
身
青
年
男
女

の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に

し
、
交
流
の
輪
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
、
未
婚
化
の
打
開
策
と
し
て
女
性
会
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
九
月

二
十
四
日
（
木
）
天
久
テ
ラ
ス
に
て
婚
活

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
男
女
合

わ
せ
て
百
二
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

予
想
を
上
回
る
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、

一
部
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
張
本
会
長
の
挨
拶
と
乾
杯
に

始
ま
り
、
参
加
者
全
員
が
顔
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
様
々
な
、
内
容
の
基
、
大
き
な
混

乱
も
な
く
、ス
ム
ー
ズ
に
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

を
運
営
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

沖
縄
県
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
理
事
会
を
開
催

沖
縄
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
主
催
お
き
な
わ
縁
結
び　

～
お
き
な
わ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
カ
ッ
プ
ル
２
０
１
５
～

那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会

定
例
会
を
開
催

小嶺
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か
つ
て
の
活
気
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
ま
ち
な
か
に
あ
る
商
店
街
を
ど
う

や
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
か
。

　
全
国
の
ど
の
地
域
も
抱
え
る
問
題
の

一
つ
で
す
。
以
前
の
商
店
街
は
、
多
様

な
業
種
業
態
の
店
舗
が
集
合
す
る
こ
と

で
、
そ
こ
へ
行
け
ば
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

日
常
の
買
い
物
が
完
結
す
る
と
い
う
の

が
特
徴
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
自
動
車

社
会
に
な
り
、
郊
外
の
複
合
商
業
施
設

が
こ
の
機
能
を
代
替
し
た
た
め
に
、
小

規
模
で
コ
ス
ト
競
争
力
に
劣
る
商
店
街

の
店
舗
は
、
一
つ
ま
た
ひ
と
つ
と
店
を

閉
じ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
店
舗

が
歯
抜
け
に
な
る
と
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

の
買
い
物
は
商
店
街
で
は
完
結
し
な
く

な
り
、
ス
ー
パ
ー
や
郊
外
店
に
負
け
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
商
店
街
を
再
活
性
化
さ
せ

る
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
テ
ー
マ
で

す
が
、
今
回
は
、
注
目
さ
れ
る
い
く
つ

か
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
一
つ
は
最

近
、
都
市
部
で
目
立
ち
始
め
た
〝
宿
借

り
〞
と
い
う
事
業
ス
タ
イ
ル
で
す
。
大

阪
・
北
浜
に
あ
る
「
谷
口
カ
レ
ー
ｉ
ｎ 

Ｆ
Ｏ
Ｌ
Ｋ 

ｏ
ｌ
ｄ 

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ｓ
ｔ
ｏ

ｒ
ｅ
」
は
、
古
書
店
の
一
角
に
、
若
い

店
主
が
営
む
カ
レ
ー
専
門
店
が
す
っ
ぽ

り
と
間
借
り
し
て
営
業
し
て
い
ま
す
。

カ
レ
ー
は
と
て
も
評
判
が
良
く
古
書
店

だ
け
で
は
到
底
難
し
か
っ
た
大
き
な
集

客
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
東
京
・
二

子
玉
川
で
７
月
に
開
店
し
た
イ
ン
テ
リ

ア
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｒ
ｅ
：
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｏ 
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
の
中
に
は
、
京
都
の
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
間
借
り
の
形
で
出
店

し
て
、
互
い
の
店
に
付
加
価
値
を
付
け

る
と
と
も
に
新
規
出
店
に
か
か
る
リ
ス

ク
低
減
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
商
店
街
再
活
性
化
を
阻
む
要
因
の
一

つ
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
点
に
、
そ

こ
で
新
し
く
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
い
若

者
は
た
く
さ
ん
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

オ
ー
ナ
ー
が
貸
さ
な
い
、
売
ら
な
い
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
調
子
が
良

か
っ
た
こ
ろ
の
記
憶
に
縛
ら
れ
て
賃
料

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
も
原
因

で
す
。
宿
借
り
方
式
な
ら
、
オ
ー
ナ
ー

の
事
業
は
縮
小
し
な
が
ら
も
そ
の
ま
ま

残
し
、
一
部
を
別
の
事
業
者
に
貸
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
貸
す
側
は
一
定
の
賃

貸
収
入
が
あ
り
な
が
ら
、
借
り
る
側
は

出
店
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、

新
た
な
集
客
が
実
現
で
き
る
わ
け
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
借
り
る
側
の
信
用
だ
け

を
自
治
体
や
公
共
性
を
有
す
る
機
関
が

肩
代
わ
り
す
る
〝
借
り
上
げ
〞
ス
タ
イ

ル
で
す
。
こ
ち
ら
も
各
地
で
成
功
例
が

出
始
め
て
い
ま
す
。
島
根
県
の
出
雲
商

工
会
議
所
は
商
店
街
の
一
店
舗
を
借
り

上
げ
、
そ
こ
を
催
事
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
る
の
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
手
掛
け
る
事
業
者
が

そ
こ
で
起
業
へ
の
挑
戦
が
で
き
る
わ
け

で
す
。
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
安
く
借

り
て
若
い
起
業
家
の
飲
食
店
や
工
芸
的

な
も
の
づ
く
り
を
、
商
工
会
議
所
が
家

賃
補
助
し
た
り
創
業
支
援
し
て
い
る
、

長
野
県
下
諏
訪
町
な
ど
の
例
も
あ
り
ま

す
。

　
上
の
世
代
が
持
っ
て
い
る
資
産
を

い
か
に
し
て
若
い
世
代
に
活
用
さ
せ

て
、
若
者
に
チ
ャ
ン
ス
と
希
望
を
与
え

る
か
が
、
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
へ

の
効
果
的
な
対
策
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
宿
借
り
方

式
、
借
り
上
げ
方
式
は
今
後
、
各
地
で

広
が
っ
て
ほ
し
い
事
業
ス
タ
イ
ル
で
す
。

成
功
の
カ
ギ
は
、
当
面
の
持
ち
出
し
分

を
地
域
の
繁
栄
を
取
り
戻
す
た
め
の
コ

ス
ト
だ
と
、
既
存
の
（
上
の
）
世
代
が

考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
す
。

渡
辺

　和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ

　日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所
上
席
研
究
員
。

日
経
Ｂ
Ｐ
社
が
発
行
す
る
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
は
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
き
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
在

り
方
な
ど
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、「
商
品
」
と

「
サ
ー
ビ
ス
」
の
新
し
い
潮
流
を
取
り
上
げ
紹

介
す
る
情
報
誌
。
世
の
中
の
ト
レ
ン
ド
や
流
行
、

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
な
ど
、
生
活
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
幅
広
く
分
析
し
、
紹
介

し
て
い
る
。

ト
レ
ン
ド
通
信

日経 BPヒット総合研究所
上席研究員
渡辺　和博

商
店
街
再
活
性
化
に
向
け
注
目
の〝
ヤ
ド
カ
リ
〞方
式
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書道家・武田　双雲（たけだ・そううん）
　書道家。熊本育ち。３歳から母である双葉（そうよう）に師事。東京理科大学、ＮＴＴ退社後、ストリートからはじめる。
ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」など数々の題字を手がける。全国でユニークな個展を開催。著書は、
作品集【絆】、【上機嫌のすすめ】など20を超える。書道教室は約３００名（２００５年より満席状態が続く）。公式
ブログ「書の力」のアクセス数は、１日５万を超える。⇒ http://ameblo.jp/souun

書道家・武田　双雲（たけだ・そううん）
　書道家。熊本育ち。３歳から母である双葉（そうよう）に師事。東京理科大学、ＮＴＴ退社後、ストリートからはじめる。
ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」など数々の題字を手がける。全国でユニークな個展を開催。著書は、
作品集【絆】、【上機嫌のすすめ】など20を超える。書道教室は約３００名（２００５年より満席状態が続く）。公式
ブログ「書の力」のアクセス数は、１日５万を超える。⇒ http://ameblo.jp/souun

平和というものは、家庭からはじまる。
家庭平和のためにはまず自分の心が和やかで
調和していることである。

平成 27年度沖縄県行政書士会無料相談会のご案内

毎年 10 月を日本行政書士会連合会及び各都道府県行政書士会における「行
政書士制度広報月間」と定めております。月間中下記のとおり各地で無料
相談会を開催致します。どうぞお気軽にご利用下さい。

１１日（日）１０時～　イオン 3 店舗（那覇店・具志川店・名護店）、
大濱信泉記念館２Ｆ（石垣在）

１４日（水）９時３０分～西原町役場、１０時～浦添市役所
１６日（金）９時～　　那覇市役所本庁 1Ｆ120 相談室、豊見城市役所 
１７日（土）１０時～  ゆいみなぁ働く女性の家（宮古在） 
２５日（日）１０時～  イオン具志川店   
２８日（水）１０時～  恩納村役場１階ロビー
いずれも１６時まで、相談無料、予約不要

詳しくはこちら→http://okigyo.or. jp/
＜お問い合わせ先＞　沖縄県行政書士会　電話 098－870－1488
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•  ９月の全産業合計の業況ＤＩは、▲１７．３と、前月から▲２．４ポイントの悪化。 ただし、「好転」から
「不変」への変化も押し下げ要因となったことに留意が必要。好調な観光関連の牽引が続く中、 住宅投資に加
え、公共工事にも持ち直しの動きがみられる。他方、価格転嫁の遅れや人手不足、人件費の上昇が足かせ とな
る状況に変わりはなく、台風や大雨など天候不順の影響もあって、中小企業の景況感は地域・業種などによっ
て ばらつき、一進一退の動きが続く。

•  先行きについては、先行き見通しＤＩが▲１６．５（今月比＋０．８ポイント）と横ばい圏内の動き。 観光需
要の拡大や住宅・設備投資の回復、公共工事の持ち直しなどへの期待が伺える一方、家計負担の増大が消費者マ
インド を下押しする中、消費低迷の長期化を懸念する声も聞かれる。加えて、コスト増加分の価格転嫁や人手
不足などへの対応が 遅れる企業では、先行きに対して慎重な見方が続く。

業況ＤＩは、一進一退。業況ＤＩは、一進一退。
行きも慎重な見方続き、横ばい圏内の動き行きも慎重な見方続き、横ばい圏内の動き

10月LOBO（早期景気観測）調査

●売上面では、全産業合計の売上ＤＩは▲１２．１と、前月から悪化。産業別にみると、建設業で改善、その他の４業種
で悪化した。  

●採算面では、全産業合計の採算ＤＩは▲１７．３と、前月から悪化。産業別にみると、建設業、卸売業で改善、その他
の３業種で悪化した。

●資金繰り面では、全産業合計の資金繰りＤＩは▲１２．８と、前月から悪化。産業別にみると、建設業、小売業でほぼ
横ばい、その他の３業種で悪化した。   

●仕入価格面では、全産業合計の仕入単価ＤＩは▲３９．５と、前月から改善。産業別にみると、小売業、サービス業で
ほぼ横ばい、その他の３業種で改善した。    

●従業員面では、全産業合計の従業員ＤＩは１５．７と、前月から人手不足感が強まった。産業別にみると、建設業、小
売業で人手不足感が強まり、卸売業で弱まった。その他の２業種はほぼ横ばい。 

【建設業】からは、「従業員のモチベーションを高めるため、賃上げを実施。受注が安定すれば、新規採用等も考えたい」
（一般工事業）、「人手不足により受注を見送るケースもあるが、公共工事の発注が出始め、施工単価の見直しも進んでい
るため、先行きを期待したい」（建築工事業）、「主力である通信設備関連の受注が低調なため、ビル内の配線など電気工
事の取扱いを開始し、売上回復を図っている」（電気通信工事業）などの声が寄せられている。 

【製造業】からは、「シルバーウィークにおける観光客の大幅増により、今月の売上は前年を大きく上回る見込み」（和菓
子製造・販売業）、「北米向けなど、取引先の自動車部品の生産が堅調。自社の受注も安定しているため、老朽化した工
場の移転・新設を計画中」（金属熱処理業）、「受注量は概ね例年並みを確保したが、納期が短く、取引先からのコストダ
ウン要請も強まっており、採算は厳しい」（自動車部品製造業）などの声が寄せられている。

【卸売業】からは、「海外の需要の鈍さを反映し、鉄スクラップの価格が急落。取引先のメーカーへの販売価格も大幅に
下がり、採算が悪化している」（再生資源卸売業）、「飲食・宿泊業などへの営業強化により売上が大幅に伸びている。従
業員に報いるため、期末賞与の支給を検討している」（食料品卸売業）、「新卒を採用したいが、昨年に比べ、自社への応
募が減少。また、選考に進んだ学生が辞退するなど、いまだ採用に結びついていない」（機械工具等卸売業）などの声が
寄せられている。  

【小売業】からは、「台風や豪雨の影響もあって、来店客数・売上ともに前年割れとなった」（百貨店）、「地元における外
国人観光客の数はそれほど多くはないが、１人で３０万円分購入する観光客もおり、今後、集客策を検討したい」（化粧
品販売店）、「気温の低下や天候不順が続いたことから、夏物衣料が売れ残った。他方で、秋物商品を早く投入した店舗
では客足が伸びた」（商店街）などの声が寄せられている。 

【サービス業】からは、「軽油価格下落の恩恵はあるが、天候不順の影響により青果物の取引が少なかったことから、稼
働率が低く、売上は伸び悩んだ」（運送業）、「ランチタイムは、お得なワンコインメニューの投入により客数が伸びたも
のの、ディナータイムは苦戦が続いている」（飲食店）、「インバウンド需要の獲得のみならず、２０２０年のオリンピッ
クを見据え、施設の大幅リニューアルを行う予定」（旅館業）などの声が寄せられている。   
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•  ９月の全産業合計の業況ＤＩは、▲１７．３と、前月から▲２．４ポイントの悪化。 ただし、「好転」から
「不変」への変化も押し下げ要因となったことに留意が必要。好調な観光関連の牽引が続く中、 住宅投資に加
え、公共工事にも持ち直しの動きがみられる。他方、価格転嫁の遅れや人手不足、人件費の上昇が足かせ とな
る状況に変わりはなく、台風や大雨など天候不順の影響もあって、中小企業の景況感は地域・業種などによっ
て ばらつき、一進一退の動きが続く。

•  先行きについては、先行き見通しＤＩが▲１６．５（今月比＋０．８ポイント）と横ばい圏内の動き。 観光需
要の拡大や住宅・設備投資の回復、公共工事の持ち直しなどへの期待が伺える一方、家計負担の増大が消費者マ
インド を下押しする中、消費低迷の長期化を懸念する声も聞かれる。加えて、コスト増加分の価格転嫁や人手
不足などへの対応が 遅れる企業では、先行きに対して慎重な見方が続く。

業況ＤＩは、一進一退。業況ＤＩは、一進一退。
行きも慎重な見方続き、横ばい圏内の動き行きも慎重な見方続き、横ばい圏内の動き

10月LOBO（早期景気観測）調査

●売上面では、全産業合計の売上ＤＩは▲１２．１と、前月から悪化。産業別にみると、建設業で改善、その他の４業種
で悪化した。  

●採算面では、全産業合計の採算ＤＩは▲１７．３と、前月から悪化。産業別にみると、建設業、卸売業で改善、その他
の３業種で悪化した。

●資金繰り面では、全産業合計の資金繰りＤＩは▲１２．８と、前月から悪化。産業別にみると、建設業、小売業でほぼ
横ばい、その他の３業種で悪化した。   

●仕入価格面では、全産業合計の仕入単価ＤＩは▲３９．５と、前月から改善。産業別にみると、小売業、サービス業で
ほぼ横ばい、その他の３業種で改善した。    

●従業員面では、全産業合計の従業員ＤＩは１５．７と、前月から人手不足感が強まった。産業別にみると、建設業、小
売業で人手不足感が強まり、卸売業で弱まった。その他の２業種はほぼ横ばい。 

【建設業】からは、「従業員のモチベーションを高めるため、賃上げを実施。受注が安定すれば、新規採用等も考えたい」
（一般工事業）、「人手不足により受注を見送るケースもあるが、公共工事の発注が出始め、施工単価の見直しも進んでい
るため、先行きを期待したい」（建築工事業）、「主力である通信設備関連の受注が低調なため、ビル内の配線など電気工
事の取扱いを開始し、売上回復を図っている」（電気通信工事業）などの声が寄せられている。 

【製造業】からは、「シルバーウィークにおける観光客の大幅増により、今月の売上は前年を大きく上回る見込み」（和菓
子製造・販売業）、「北米向けなど、取引先の自動車部品の生産が堅調。自社の受注も安定しているため、老朽化した工
場の移転・新設を計画中」（金属熱処理業）、「受注量は概ね例年並みを確保したが、納期が短く、取引先からのコストダ
ウン要請も強まっており、採算は厳しい」（自動車部品製造業）などの声が寄せられている。

【卸売業】からは、「海外の需要の鈍さを反映し、鉄スクラップの価格が急落。取引先のメーカーへの販売価格も大幅に
下がり、採算が悪化している」（再生資源卸売業）、「飲食・宿泊業などへの営業強化により売上が大幅に伸びている。従
業員に報いるため、期末賞与の支給を検討している」（食料品卸売業）、「新卒を採用したいが、昨年に比べ、自社への応
募が減少。また、選考に進んだ学生が辞退するなど、いまだ採用に結びついていない」（機械工具等卸売業）などの声が
寄せられている。  

【小売業】からは、「台風や豪雨の影響もあって、来店客数・売上ともに前年割れとなった」（百貨店）、「地元における外
国人観光客の数はそれほど多くはないが、１人で３０万円分購入する観光客もおり、今後、集客策を検討したい」（化粧
品販売店）、「気温の低下や天候不順が続いたことから、夏物衣料が売れ残った。他方で、秋物商品を早く投入した店舗
では客足が伸びた」（商店街）などの声が寄せられている。 

【サービス業】からは、「軽油価格下落の恩恵はあるが、天候不順の影響により青果物の取引が少なかったことから、稼
働率が低く、売上は伸び悩んだ」（運送業）、「ランチタイムは、お得なワンコインメニューの投入により客数が伸びたも
のの、ディナータイムは苦戦が続いている」（飲食店）、「インバウンド需要の獲得のみならず、２０２０年のオリンピッ
クを見据え、施設の大幅リニューアルを行う予定」（旅館業）などの声が寄せられている。   
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❶  企業PR便
❷  経営安定特別相談室のご案内
❸  ジョブ・カードフェアのご案内
❹  健康診断のご案内
❺  １日でわかる販売情報活用
❻  ITフェア2015のご案内
❼  売れる!チラシ・看板・POPの作り方セミナー
❽  行列の出来る繁盛店開発ブランディングセミナー

❾  夕学講座
10  バーコード入門講座
11  企画力・プレゼン力向上セミナー
12  ハッピーリタイアセミナー
13  観光振興大会inしずおか
14  （株）宣伝
15  キャッシュフロー経営セミナー

今月のお知らせ


